
青年期学生の体型認識に関する研究

浦田　秀子1・福山由美子2・勝野久美子3・野田　　淳4

北島　浩美5・田代　隆良1・田川　　泰1・田原　靖昭6

要　旨　　　青年期学生の減量行動に影響を及ぼすと考えられる体型および体型認識について，学生803名

（男子230名，女子573名）を対象に検討した．太っていると認識している者は男子は40．4％，女子は71．4％

であるが，BMIによる分類では肥満群はそれぞれ18．3％，3．9％であり，実際は肥満でもないのに太ってい

るという意識が強かった．本人の理想体重によるBMIは，男子は21．1±1．3で標準体重に近かったが，女子

は19．0±1．2でかなり低い体重を理想値としていた．やせたい理由は，男女とも太っているが一番多かった

が，2番目は男子では健康のため，女子では美容のためであった．また，肥満群と非肥満群でみると前者は

健康上の理由が，後者は美容のためが多かった．体型認識の歪みから誤った減量行動を起こさないためにも，

適正な体型認識にもとづく健康教育が重要と考える．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長崎大医療技短大紀14（1）：23，29，2001

Key　Wor通s 青年期学生，BMI，体型認識

1
． ．はじめに

　自分のからだがどのようにみえるかということは，アイ

デンティティの確立期にある青年期学生にとって重要な問

題である．現代は「やせている」ことが美しさの基準となっ

ており，肥満でもないのに「太っている」と認識している

者が多い．この体型認識の歪みが身体的・精神的不健康ト5）

を引き起こしていると考えられる．体型は健康状態の指標

のひとつであり，体型を適正に認識することは健康づくり・

の視点から大切なことである．青年期にある者の健康問題

は単に自己の健康管理の間題にとどまらず，女子では母性

保健の立場からも重要である．そこで，健康教育の資料と

するため，青年期学生の体型認識について調査を行った．

H．研究方法

1．調査対象

　対象者は長崎大学の学生で，研究者らが担当する科目

の受講生である．事前に身体計測および体型に関する調

査を行う目的を説明し，協力を求めた．測定および調査

は講義時間に実施し，調査用紙は終了時に回収した．

　調査および測定は812名に実施したが，対象者を青年

期後期の18～22歳とし，また，調査用紙に欠損のあるも

のを除外し，803名（男子学生230名，女子学生573名）

について解析した．所属学部の内訳は，男子は教育学部

56名，経済学部105名，医学部24名，歯学部8名，薬学

部8名，工学部23名，医療技術短期大学部6名で，女子

は教育学部178名，経済学部76名，医学部11名，歯学部

12名，薬学部10名，医療技術短期大学部286名であった．

2．調査内容

　1）身長・体重の測定

　　身長および体重を測定し，Body　Mass　Index

　（BMI＝体重（kg）／身長（m）2）を算出した（実測B

　MI）．BMIによる判定は日本肥満学会の肥満判定

　基準6）により18．5未満を低体重群，18．5～25未満を

　普通群，25以上を肥満群とした．

　2）体型認識に関する調査

　　自記式質間紙により，現在の自分の体型に対する認

　識を，「太っている」，「ちょうどよい」，「やせている」

　の3段階で，現在の体型に対して今後の希望を「やせ

　たい」，「このままでよい」，「太りたい」の3段階で質

　間した．さらに，「やせたい」と思っている者について

　は，その理由を選択肢の中から複数回答で求めた．ま

　た，現在の身長で理想とする体重についても質問し，

　理想体重からBMIを算出した（理想BMI）．また，そ

　の理由を選択肢の中から回答してもらった．

　3）データの分析は，統計パッケージSPSS（Statistical

　Package　for　the　Social　Science）for　Windows

　を用いた．平均値の差の検定はt検定，比率の差の

　検定はX2検定で解析した．
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皿．結　　果

1．対象者の背景

　年齢，身長，体重，理想体重，実測および理想BMI

の男女別平均値を表1に示した．実測および理想BMI

は，男子は21．7±2．6，21．1±1．3，女子ではそれぞれ20．

7±2．2，19．0±1．2で，男女とも実測BMIより理想BMI

が低かった（P＜0．01）．

表1調査対象

男子
n＝230

女子
n＝573

年齢（歳）

身長（cm）

体重（kg）

理想体重（kg）

実測BMI（kg／㎡）

理想BMI（kg／m2）

19．2±1．0

（18～22）

171，（｝±5．6

（158．0～185．0）

63．4±9．2

（46．1～114）

61．9±6。2

（48．0～85．0）

19．0±0．8

（18～22）

158．3±5．3
（144．3～178．0）

51．8±6．3

（35．5～78．5）

と思っている者は458名（79．9％），「このままでよい」が

100名（17．5％），「太りたい」が15名（2．6％）であった．

　体型認識と今後の希望との関係は，男子では「太って

いる」群では「やせたい」が88．2％，「このままでよい」

が11．8％であり，「ちょうどよい」群では「このままで

よい」が9LO％，また「やせている」群では「太りたい」

が62．7％，「このままでよい」が35．6％であった．女子

では「太っている」群では「やせたい」が98．8％，「こ

のままでよい」が1．2％であり，「ちょうどよい」群では

「このままでよい」が60．0％，「やせたい」が40％，また

「やせている」群では「太りたい」が51．7％，「このまま

でよい」が48．3％であった（表4）。

表4　体型認識と希望体型との関係

一男子一

やせたい　　このままでよい　太りたい　　　合計

47．5±4．3

（40．0～60．0）

・難・］一q灘・］一

（18．2～25．8）　　　　　　　（164～23。6）

太っている　　82（88，2）　　11（11．8）

ちょうどよい　　5（6。4）　　71（91．0）

やせている　　　1（1．7）　　21（35．6）

0（0．0）　　　　　　　93（100．0）

2（2．6）　　　　　　78（100．0）

37（62．7）　　　　　　59（100．0）

合計 88 103 39 230

＊＊P〈0．01

一女子一

やせたい　　このままでよい　太りたい　　　合計

2．実測BMIの分布

　男子は，低体重群が14名（6．1％），普通群199名（86．

5％），肥満群17名（7．4％）で，女子は，低体重群が88

名（15．4％），普通群469名（81．8％），肥満群16名

（2．8％）で，男女とも普通群が多かった（P＜0．01）．

3．体型に対する認識

　男子は現在の体型に対して「太っている」と思ってい

る者（「太っている」群）は93名（40．4％），「ちょうどよ

い」と思っている者（「ちょうどよい」群）は78名（33．9

％），「やせている」と思っている者（「やせている」群）

は59名（25．7％）であった（表2）．今後の体型への希望

は「やせたい」と思っている者は88名（38．3％），「この

ままでよい」と思っている者は103名（44．7％），「太りた

い」と思っている者は39名（17。0％）であった（表3）．

太っている　　404（98，8）　　　5（1．2）

ちょうどよい　54（40．0）　　81（60．0）

やせている　　　0（0．0）　　　14（48・3）

0（0．0）　　409（100．0）

0（0．0）　　135（100．0）

15（51．7）　　　　　59（100．0）

合計 458 100 15 573

表2　現在の体型認識

太っている　　ちょうどよい　　　やせている　　　合計

男子　　　93（40．4）

女子　　　409（71．3）

78（33．9）

135（23．6）

59（25．7）　　　　230（100．0）

29（5．1）　　　　　　573（100．0）

表3　今後の希望体型

やせたい　　このままでよい　　太りたい 合計

男子　　　88（38，3）

女子　　　458（79。9）

103（44．7）

100（17．5）

39（17．0）　　　　230（100．0）

15（2．6）　　　　　　573（100．0）

（）内は％

女子は「太っている」群は409名（7L3％）で，「ちょう

どよい」群は135名（23．6％），「やせている」群は29名

（5．1％）であった．今後の体型への希望は「やせたい」

（）内は％

4．体型認識とBMIとの関係

　体型に対する認識とBMIとの関係では，男子は「太っ

ている」群のうち肥満群は17名（18．3％）であり，普通

群が76名（81．7％）であった．「ちょうどよい」群のう

ち普通群は77名（98．7％），低体重群は1名（1．3％），

「やせている」群のうち低体重群は13名（22．0％）で，

普通群が46名（78．0％）であった．一方，女子は「太っ

ている」群のうち肥満群はわずか16名（3．9％）であり，

普通群が384名（93．9％）を占め，低体重群も9名

（2．2％）含まれていた．「ちょうどよい」群のうち普通

群は85名（63．0％），低体重群が50名（37．0％），「やせ

ている」群は全員が低体重群であった（表5）．

　逆にBMIの分類により体型に対する認識をみると，

男子は低体重群14名のなかで「やせている」群は13名

（92．9％）で，「ちょうどよい」群は1名（7．1％）であっ

た．普通群199名のうち「ちょうどよい」群は77名（38．

7％），「太っている」群76名（38．2％），「やせている」

群46名（23．1％）であり，肥満群17名は全員が「太って

いる」群であった．これをBMIの1ポイント毎にみる

と，17未満では全員が，17台では87．5％，18台では86．7

％が「やせている」と認識していた．19台では「やせて

いる」群が61．1％，「ちょうどよい」群が36．1％で，「太っ

ている」群が2．8％含まれていた．20台では「ちょうど
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よい」群が56．8％であり「やせている」群と「太ってい

る」群が21．6％と同率であり，21台では「ちょうどよい」

群は20台と変わらないが，「太っている」群が32．6％に

増え，「やせている」群が10．9％に減少していた．22台

では「太っている」群が56．3％に増え，24以上になると

全員が「太っている」と認識していた（図1－1）．

表5　体型認識とBMIとの関係

一男　子一

「ちょうどよい」群が33．3％，「太っている」群が16。7％

であった．17台では「やせている」群が減少し，「ちょ

うどよい」群が65．1％に増え，18台ではさらに「やせて

いる」群が減り，「太っている」群が28，1％に増加して

いた．19台では「太っている」群が57．4％と半数を超え，

20台以上になると「ちょうどよい」群が10％程度である

が，ほとんどが「太っている」群であり，22以上では全

員が「太っている」と認識していた（図1－2）．

　　　　　0　　　　　　50　　　　　　100（％）

低体重群　　　　　普通群　　　　　肥満群　　　合計
（185未満）‘　（18．5～25未満）　　（25以上）

太っている　　　0（0．0）

ちょうどよい　　　　1（L3）

やせている　　　13（22．0）

76（81．7）

77（98．7）

46（78．0）

17（18．3）　　　　93（100曾0）

0（0，｛））　　　　　78（100．0）

0（0．0）　　　　　59（100．0）

14 199 17 230

一女子一

低体重群　　　　普通群　　　　　肥満群　　　合計
（18．5未満）　　（18．5～25未満）　　（25以上）

太っている　　9（2．2）　　　384（93．9）

ちょうどよい　　50（37．0）　　　85（63．0）

やせている　　29（100．0〉　　　0（0．0）

16（3．9）　　　　409（100，0）

0（0．0）　　　　　135（100，0）

0（0．0）　　　　　　29（100．0）

　　＜16
　　　n＝4

　　16＜17
　　　n＝12

　　17＜18
　　　n＝43

　　18＜19
　　　nニ64

B　　19＜20
　　　n＝108
M　　20＜21

　　　n＝1111

88 469 16 573

＜17
n＝2

17＜18
n竃8

18＜19

n＝15

　　19＜20
B　　　n＝36

M　　20＜21
　　　n＝37
1
　　21〈22
区　　n＝46

　　22＜23分　　n＿32

　　23＜24
　　　n＝20

24＜25

n＝17

25～

nニ17

0 50

（）内は％

100〈％｝

〆z／勿／

。宛

※／ ／笏z

揚z・ ジz／忽

・多・ ・頚勿
z／

zz勇

％芳　／／復z〆ノ

／
■
オノ〆

体型認識

□やせている圏ちょうどよい　國太っている

図1－1　BMIと体型認識との関係
　　　　　　　一男　子一

　一方，女子では低体重群88名のなかで「ちょうどよい」

群は50名（56，8％），「やせている」群は29名（33．0％），

「太っている」群9名（10．2％）であった、普通群469名

のうち「太っている」群384名81．9（％），「ちょうどよ

い」群は85名（18．1％）であり，肥満群16名は全員が

「太っている」群であった．これをBMIの1ポイント毎

にみると，16台では50％は「やせている」群であるが，

　　21〈22
区　　n＿90

分　　22＜23
　　　n二＝64

23＜24
n＝＝42

24〈25

nニ19

25～
n；＝16

体型認識

口やせている匿翔ちょうどよい　國太っている

図1－2　BMIと体型認識との関係
　　　　　　　一女子一

5．やせたい理由とBMIとの関係

　やせたい理由として，男子で最も多かったのは「太っ

ていると思うから」が47名（53．4％）で，次いで「やせ

たほうが健康によいと思うから」33名（37．5％），「見た

目によいから」31名（35．2％），「動きやすいから」28名

（31．8％），「標準体重に比べて太りすぎと思うから」20

名（22．7％），「洋服が合うから」17名（19．3％），「運動

やスポーツをしたいから」11名（12．5％），「何となく」

9名（10．2％）であった．一方，女子で最も多かったの

は「太っていると思うから」310名（67．7％），次いで

「洋服が合うから」278名（60．7％），「見た目によいから」

269名（59．0％），「標準体重に比べて太りすぎと思うか

ら」142名（31．0％），「やせたほうが健康によいと思う

から」128名（27．9％），「動きやすいから」113名（24．7

’％），「何とな く」47名（10．3％）であった（図2）．

　やせたい理由を肥満群（BMI≧25）と非肥満群

（BMI＜25）で比較すると，男子では，肥満群で最も多

かったのは「太っていると思うから」で13名（81．3％），・

次いで「やせたほうが健康によいと思うから」が12名
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（75．0％），「標準体重に比べて太りすぎと思うから」が

7名（43．8％）であり，非肥満群では「太っていると思

うから」が34名（47．2％）で最も多く，次いで「見た目

によいから」が27名（37．5％），「動きやすいから」が25

名（34．7％）であった．女子では，肥満群で最も多かっ

たのは，「標準体重に比べて太りすぎと思うから」で14

名（87．5％），「太っていると思うから」と「やせたほう

が健康によいと思うから」が13名（81．3％）であり，非

肥満群では「太っていると思うから」が最も多く297名

（67．2％），次いで「洋服が合うから」が267名（60．4％），

「見た目によいから」が262名（59．3％）であった．

　　　　　　0　　　　　　50　　　　　100（％）

太っている

見た目によい

動きやすい

やせたほうが
健康によい

洋服が合う

運動やスポーツ
　をしたい

標準体重に比べて
太りすぎと思う

何となく

　　□男子　匿臨女子
図2　やせたい理由

6．理想体重の理由

　理想体重の理由として，男子で最も多かったのが「何と

なく」で113名（49．1％），次いで「体が動きやすい体重」67

名（29．1％），「身長・体重から計算した体重」41名（17．8％），

「洋服のサイズが合う体重」20名（8．7％），「最もやせていた

時の体重」13名（5．6％）であった．女子では，最も多かった

のが「何となく」で289名（63．3％），次いで「体が動きやす

い体重」138名（30．1％），「洋服のサイズが合う体重」134名

（29．3％），「身長・体重から計算した体重」78名（17．0％），

「最もやせていた時の体重」69名（15．1％）であった（図3）．

　また，肥満群では，男子は，「体が動きやすい体重」，

「身長・体重から計算した体重」および「何となく」が5

名（29．4％），女子では，「身長・体重から計算した体重」

が9名（56．3％），「体が動きやすい体重」および「何とな

く」が4名（25．0％）であった．一方，非肥満群では男女と

も「何となく」が最も多く，次いで「体が動きやすい体

重」，男子では「身長・体重から計算した体重」であった

が，女子では「洋服のサイズが合う体重」であった．

最もやせていた
時の体重

体が動きやすい
体重

身長・体重から

計算した体重

洋服のサイズが
　あう体重

何となく

0 50 100（％）

⊂コ男子　國女子

図3　理想体重の理由

考　　察

　若年女性にとってはやせていることが普通7）であり，

そのために無理な減量行動を起こすことが母性保健の立

場から間題となっている8、10）．また，男子においても適

正に体型を認識することは健康維持のために重要である．

そこで，青年期学生の体型認識について検討を行った．

　調査対象者の身長，体重およびBMIは同年齢者の全

国的な平均値11）と同じであり，平均的な集団と判断され

た．

　自分の体型を「太っている」と思っている者は，男子

で40．4％，女子は71．3％と女子に多く，「やせている」

と評価している者は，男子25．7％，女子5．1％と男子に

多かった．男子学生を対象とした平成2年の青山の報

告12）では，自分を「太っている」と評価する者は28％，

「やせている」は38％であったが，10年後の本調査では

「太っている」と評価する者の割合が増え，「やせている⊥

と評価する者が減少している．一方，女子学生の体型認

識についても，本調査と同様「太っている」と思ってい

る者は60～70％13～15）とする報告が多く，若年女性の肥満

意識が強いことが分かる．平成10年度国民栄養調査結

果16）においても，昭和54年に比べ男女ともは「太ってい

る」と評価する者が増加し，「やせている」と評価して

いる者が減少している．

　美しさの基準は時代や文化の影響を受けるものであり，

馬場17）は「大正の女性が，女らしさを求めて痩身に憧れ

たのとは逆に，現代の女性は女らしさを拒んで痩身を求

めるのである。」と述べている．女性の社会進出が増加

し，太っていることは自己管理能力の欠如のあらわれで

あるともいわれており，現代は自己コントロールした身

体としての痩身を求める時代とも考えられる．

　男女とも「太っている」と認識している者が増えてい

るが，今後の希望との関係では，男子では「太っている」

と思いながらも「このままでよい」とする者，「ちょう

どよい」と思いながらもさらに「やせたい」と希望する

者，反対に「太りたい」とする者，また「やせている」

と思いながらも「このままでよい」とする者など，体型

一26一



学生の体型認識に関する研究

認識と希望との間にはズレがみられた．わが国では20歳

代後半から肥満者の増加18）が指摘されており，生活習慣

病の予防と健康維持のためにも適正な体型認識ができる

ような指導が必要と思われた．一方，女子では「ちょう

どよい」と思いながらもさらに「やせたい」と希望する

者が40％もおり，また「やせている」と思いながらも約

半数は「このままでよい」としているなどやせ願望が強

かった．

　「太っている」と認識している者のうち実際の肥満は，

男子では18．3％，女子ではわずか3．9％であり，体型認

識とBMIによる評価との間には大きな乖離がみられ，

特に女子が強いことがわかった．日本肥満学会はBMI

が22になる体重を標準体重として提唱しており19），男子

はBMI22台は「太っている」と思っている者と「ちょ

うどよい」と思っている者がほぼ半数の割合であった．

一方，女子はBMI20台からほぼ90％の者が「太ってい

る」と思い，22以上ではすべての者が「太っている」と

思っており，標準体重をもはや肥満体型と認識している

ことが示されている．

　実測BMIからみると体型認識との乖離があるが，ど

のような体型を理想としているのかを理想BMIでみる

と，男子の平均値は21．1で，女子は19．0であった．今井

ら2。），小島ら飢）も青年期女子の理想BMIはそれぞれ18．1

～18，5，18．7と報告している．女優体型はBMI！9，モ

デル体型はBMI17といわれているように，女優体型が

若年女子の理想とする体型と思われる．

　やせたい理由は男女とも第1位は「太っていると思う

から」であった．第2位は，男子では「やせたほうが健

康によいと思うから」であったが，女子では「洋服が合

うから」であり，男女による差がみられた．平成10年度

国民栄養調査結果16）でも，15～19歳では，男子は「健康

のため」．女子では「きれいでありたい」が第1位となっ

ている．女子のやせたい理由について，山口ら22）は健康

のためは20．3％で，美容のためが76．9％と多かった報告

しており，松宮は8）「スタイルを良くしたい」，「好きな

服が着られる」，「きれいになる」などが多く，健康のた

めは少なかったと報告している．また，肥満群は男女と

も「やせたほうが健康によいと思う」，「標準体重に比べ

て太りすぎと思う」が上位を占めており，健康意識によ

る理由と考えられたが，非肥満群は「見た目によい」，

「動きやすい」，「洋服が合う」など美容のためが上位で，

肥満群および非肥満群で違いが認められた．

　理想体重の判断の根拠は，男女とも「何となく」が第

1位であった．山口ら盟）も報告しているように理想体重

とした数値に根拠がなく．漢然とした感じから理想体重

を求めている姿が浮かび上がってくる．「体が動きやす

い体重」，「身長・体重から計算した体重」は男女ともほ

ぼ同じ割合であったが，「洋服のサイズが合う体重」は

女子が多かった．「体が動きやすい体重」は男女とも，

また肥満群・非肥満群ともにほぼ同じ割合であり，過去

の体験から健康的な体重として設定しているものと思わ

れる．また，「身長・体重から計算した体重」と判断の

根拠を標準体重に求める者は男女とも17％台であり，そ

の割合は少なかった．

　本研究により，肥満でもないのに「太っている」と認

識し，やせたいと希望する現代の青年期学生の特徴が確

認できた．このような体型認識の歪みが普通からやせへ

の減量行動を引き起こす原因と思われる．減量情報が氾

濫しているなか，医学的根拠に基づいた健康教育ととも

に，適正に体型認識ができるような教育が重要である．
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Abstract We evaluated the awareness of physique that may affect weight reduction behavior in 

the youth in 803 students (230 males and 573 females). The results obtained revealed that 40.4010 

of the males and 71.40/0 of the females recognized themselves as being overweight, but only 18.30/0 

and 3.90/0 , respectively, were classified as obese according to the criteria of BMI, showing high 

awareness of obesity. The BMI for the body weight considered to be optimal by the students was 

21.1 ~1.3 in the males but 19.0 ~1.2 in the females; the body weight considered to be optimal by 

the females was considerably low. Concerning the reason that the students wished to loose weight, 

overweight reasons were most given in both males and females, health reasons were next in fre-

quency given in the males and esthetic reasons in the females. Health reasons were also frequently 

given in the obese group and esthetic reasons in the non-obese group. Health education based on ap-

propriate recognition of the physique is important. 

Bull. Sch. Allied Med Scr Nagasaki Umv 14(1) 23 29 2001 

Key Words students, BMI, awareness of physique 

- 29 -


